
2023年度連載こらむ

今年度はUMECO登録団体｢大外郭の会｣さんに、｢北条五代の城を
たずねる｣をテーマに連載していただきます。お楽しみに！
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記憶に残したい小田原の近代人② 「小西正蔭」

小田原史談会
星野和子さん

小田原早川上水をつなぐ会

令和4年度 提案型協働事業・市民活動応援補助金交付事業 報告会

報告会

日時：6月10日(土)  9:30～12:30
場所：UMECO会議室1・2・3

令和5年度小田原市市民活動応援補助金交付団体

パネル展

日時：6月10日(土)～18日(日)
場所：多目的コーナー

※どなたでもご自由にご覧いただけます。

UMECO 新センター長 紹介 小田原市役所に37年
勤務。
2023年4月からおだ
わら市民交流セン
ターＵＭＥＣＯセン
ター長就任。
週末は近隣の市民
オーケストラで大学
時代から続けている
ファゴットを吹いて、
リフレッシュを図っ
ています。

市役所勤務中、市民部に所属していたこともあり、こちらにお世
話になると決まった時はUMECOとのご縁を感じました。
令和の時代に入り、新型コロナ禍という未曽有の災厄を経験しな
がらも、小田原の市民活動は途切れることなく、一層活発になっ
ているように感じています。その中で、「つながる」をコンセプ
トに掲げるUMECOの役割はますます大きくなっています。
今後とも、市民活動団体の皆さんのサポートに努めるとともに、
企業や学校等、様々な分野の活動団体と連携を図れるように取り
組んでいきたいと思います。

センター長 柏木 敏幸

期間 6月19日(月)～30日(金)

※一般参加者は会場またはオンラインでご視聴いただけます。
地域政策課(TEL 0465-33-1458)へお申し込み下さい。

令和５年度 小田原市市民活動応援補助金交付事業

小田原市本町の小西薬舗

日本最古の上水道と言われている『小田原早川上水』は、500年
近くにわたり、今も板橋地区を流れています。この上水は、小
田原城総構とともに北条氏が遺した偉大な業績でもあります。
しかし、この上水のことを知らない人も多くなり、また、早川
からの取水口周辺は誰にも手入れされず雑草やツタに覆われ、

その存在がわかり難くなっ
ていました。
北条氏の偉大な業績をこの
ままにしておくのは「もっ
たいないという想い」、ま
た2023年が北条改姓500年
にあたることから、私たち
は2022年6月に「小田原早
川上水をつなぐ会」を立ち
上げました。

昨年度は、環境整備活動として上水取水口周辺の草刈りや雑木
の伐採、不法投棄されたゴミの回収を４回行いました。活動後
は、国道から早川の水面や箱根の山々を見通すことができ、上
水の流れもよく見えるようになりました。
今年度は、環境整備活動を継続するとともに、小田原早川上水

の歴史や、上水が流れる板橋地区
との関わりについて学び、次世代
へ継承するための「学びの活動」
も実施します。活動を継続するた
めに、私たちの想いに賛同いただ
ける方の参加をお願いします。

（文：代表 植村文昭さん）

「市民活動応援補助金」は資金面を応援することで自発的に行う市民活動の活性化や自立をはかり、市民主体のまち
づくりを進めることを目的としています。
令和5年度はスタートアップコース５団体、ステップアップコース5団体(プランA4件、プランB1件)が決定しました。

男女共同参画週間は毎年6月23日～6月29日です。
令和5年度の「男女共同参画週間」キャッチフレーズ
は、

「無くそう思い込み、守ろう個性
みんなでつくる、みんなの未来。」

UMECOでは小田原市人権・男女共同参画課との共催
で男女共同参画週間展を開催します。本年度は、お
だわら男女共同参画推進サポーターの展示もありま
す。これを機に「一人一人の個性を尊重」して「み
んなでつくる、みんなの未来」の男女共同参画社会
を市民活動団体や地域の方々とともに築いていきた
いと思います。

利用についてのお知らせ

決まりました！

※詳細はUMECOホームページをご覧ください。

会議室利用時の換気につきまし
ては、引き続きご協力をお願い
いたします。

出入口には引き続き手指のアルコール消毒、検温器
を設置しています。適宜ご利用ください。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ
が5類に移行されました。
それにともない、館内でのマスクについては、場面
に応じて個人で着脱をご判断くださるようお願いい
たします。

令和４年度の市民提案型協働事業・市民活動応援補助金交付事業の報告会および、事業の視察内容をまとめたパネル展
を次の日程で実施します。ご興味のある方は、ぜひご参加ください。

※市民活動応援補助金の募集、相談、申込受付、事業視察等はUMECOが行っています。

上板橋交差点方向から取水口入口
柵ひだり、市川文次郎頌徳碑

＜プロフィール＞

コース 団体名 事業名
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障害のある子の「親なきあと」相談室小田原 障害のある子の「親なきあと」相談室小田原周知セミナー

声の万華鏡実行委員会 声で繋がる子どもと大人の「声の万華鏡」

ピンクリボンぷらすODAWARA
女性のがんを考える会

乳がん啓発「ピンクリボン運動」を中心とする
がん検診啓発事業

小田原早川上水をつなぐ会 小田原早川上水の保全に係る環境整備事業

小田原ジュニア弦楽合奏団 ジュニア弦楽合奏団の団員拡大事業
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バリアフリーネットワークおだわら バリアフリーおだわらフォーラム事業

小田原鉄道歴史研究会 鉄道をテーマにした市民参加型行事の開催

小田原寺子屋スクール２ 小田原寺子屋スクール２の授業および青少年による課外活動

おだわら児童館連合 ママいつまでも元気でね！プロジェクト

プ
ラ
ン

NPO法人 報徳食品支援センター フードバンク事業による生活困窮者の方々への支援(２)

A

B

県会議員に選出後の小西正蔭

小西正蔭は、現在小田原市本町に
ある小西薬舗の第11代目の当主で
あった人です。文政11年(1828)
の生まれですので、明治維新の当
時は40歳。町年寄となり、藩への
貢献により名字帯刀が許されてい
ました。

廃藩置県により、小田原地域は足柄県という新しい行政組
織に属すことになりますが、身分制の厳しい時代でそのほ
とんどが士族で占められていた官職に、正蔭は民間（町
民）から学校吟味掛、後には足柄県の官員へ登用されるこ
とになります。功績としてあげられるものに、士族と平民
の居住地区を統合して、新たに昭和まで続いた行政区画と
なった緑・幸・新玉・万年・十字の5町の創設があります。

また足柄県官員として地方長官会議（県知事会議）に随行
して、明治維新に貢献した名士たちとの文化的交流があっ
たとされています。この交流により、後に小田原が保養の
地として知られ、海岸別荘の発展につながることになりま
す。また正蔭は能書家・国学者としても知られるようにな
り、「文部省刊行小学習字本」という教科書を小田原から
出版しています。

その後足柄県は神奈川県に併合
されて、明治12年(1879)第1回
神奈川県会議員に足柄下郡から
選出されて、初代の県会議副議
長（後議長も歴任）に就任して、
名実ともに小田原の名士として
名を馳せました。
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